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家
族
消
費
が
１
０
四
半
期
ぶ
り
増

収
は
予
想
以
上
に
伸
び
悩

み
、
１
〜
７
月
の
税
収
不

足
（
今
年
度
予
算
に
計
上
さ

れ
た
税
収
に
対
す
る
不
足

額
）
は
既
に
、
赤
字
上
限
を

１
５
９
０
億
レ
ア
ル
に
引
き

上
げ
た
場
合
の
年
間
不
足
予

想
額
の
８
０
％
に
達
し
て
い

る
。

　

し
か
も
、
５
月
１
７
日
の

Ｊ
Ｂ
Ｓ
シ
ョ
ッ
ク
と
そ
れ
に

伴
う
大
統
領
告
発
は
、
議
会

の
審
議
日
程
も
大
幅
に
狂
わ

せ
た
。
審
議
が
遅
れ
て
い
る

項
目
に
は
、
社
会
保
障
制
度

改
革
案
や
、
ジ
ウ
マ
政
権
で

導
入
し
た
、
給
与
支
払
時
の

業
種
別
減
税
措
置
の
撤
回
、

滞
納
税
回
収
計
画
（
Ｒ
ｅ
ｆ

ｉ
ｓ
）
の
変
更
、
ミ
ナ
ス
・

ジ
ェ
ラ
イ
ス
電
力
公
社
（
Ｃ

ｅ
ｍ
ｉ
ｇ
）
の
民
営
化
計
画

承
認
な
ど
、
財
政
状
態
改
善

の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
法
案

類
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
法
案
類
の
審
議

の
遅
れ
や
内
容
の
大
幅
変
更

　

１
日
、１
７
年
第
２
四
半
期
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が
発
表
さ
れ
、０
・２
％

の
上
昇
を
記
録
し
た
。
第
１
四
半
期
の
１
・０
％
増
に
次
ぐ
上
昇
と
な
り
、
景
気
回

復
を
う
か
が
わ
せ
た
が
、
依
然
と
し
て
注
意
も
必
要
だ
と
い
う
。
１
日
付
伯
字
紙

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

昇
を
牽
引
し
た
の
は
、
０
・

６
％
上
昇
し
た
サ
ー
ビ
ス
業

だ
。
こ
の
部
門
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
全

体
の
７
３
・
３
％
を
占
め
る

だ
け
に
、
こ
こ
が
プ
ラ
ス
に

な
っ
た
こ
と
は
大
き
い
。

　

そ
れ
を
支
え
た
の
は
、
家

庭
消
費
が
前
期
比
で
１
・

４
％（
昨
年
同
期
比
で
は
０
・

７
％
）増
え
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
部
門
は
常
に
、
伯
国
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
の
鍵
を
握
っ
て

き
た
が
、
こ
こ
が
１
０
四
半

期
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
た

こ
と
が
、
サ
ー
ビ
ス
部
門

の
成
長
に
も
つ
な
が
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
部
門
の
成
長
は
、

同
部
門
の
労
働
者
（
正
規
＆

非
正
規
）の
前
四
半
期
比
１
・

４
％
増
も
招
い
た
。

　

ま
た
、
第
１
四
半
期
に

１
１
・
５
％
の
伸
び
を
記
録

し
、
９
四
半
期
ぶ
り
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
増
に
貢
献
し
た
農
業
部
門

は
、
第
２
四
半
期
が
収
穫
期

に
あ
た
ら
な
い
た
め
、
増
減

な
し
の
０
％
成
長
に
終
わ
っ

た
。
製
造
部
門
は
逆
に
、０
・

５
％
減
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
政
府
支
出
の
方
は

　

ジ
ウ
マ
前
大
統
領
の
罷
免

か
ら
約
１
年
が
経
過
し
た

が
、
８
月
３
１
日
、
ジ
ウ
マ

氏
は
リ
オ
で
行
わ
れ
た
「
ゴ

ウ
ピ
の
後
の
伯
国
」
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
講
演

を
行
っ
た
。
そ
こ
で
ジ
ウ
マ

氏
は
「
自
分
を
罷
免
し
た
こ

と
が
極
右
の
台
頭
を
促
し
、

前
四
半
期
比
で
０
・
９
％
減

と
な
っ
た
。
こ
れ
を
前
年
同

期
比
で
見
る
と
２
・
８
％
減

と
な
り
、
今
後
に
向
け
、
大

き
な
課
題
を
残
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
輸
出
は
前
期
比
で

０
・
５
％
伸
び
た
が
、
輸
入

は
３
・５
％
減
と
な
っ
た
。

　

懸
念
も
あ
っ
た
中
で
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
２
期
連
続
上
昇
は
、

伯
国
経
済
の
回
復
を
う
か
が

わ
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

ア
ナ
リ
ス
ト
た
ち
も
、
１
７

年
の
年
間
成
長
率
を
１
・

０
％
に
引
き
上
げ
る
動
き
が

見
え
て
い
る
。

　

だ
が
、
ま
だ
完
全
に
回
復

し
た
と
も
言
い
切
れ
な
い
の

も
事
実
だ
。
そ
れ
は
、
今
回

の
家
庭
消
費
の
上
昇
が
、
３

月
か
ら
行
わ
れ
た
勤
続
期
間

保
障
基
金
（
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
）
の

サ
ー
ビ
ス
部
門
で
０
・
６
％
増

は
、
政
府
の
経
済
ス
タ
ッ
フ

の
期
待
を
裏
切
る
方
向
で
進

ん
で
お
り
、
当
初
期
待
さ
れ

た
だ
け
の
歳
入
増
は
望
め
な

く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
経

済
活
動
の
回
復
を
示
す
数
字

が
出
始
め
て
い
る
の
に
、
議

会
が
期
待
通
り
の
ペ
ー
ス
で

法
案
を
審
議
し
て
い
な
い
事

も
、
財
政
状
態
悪
化
を
招
く

ま
た
は
状
況
改
善
を
遅
ら
せ

る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

赤
字
上
限
を
１
３
９
０
億

８
月
３
１
日
未
明
に
な
っ
て

も
変
更
動
議
の
採
決
が
終
わ

ら
ず
、
５
日
以
降
に
先
送
り

さ
れ
た
が
、
赤
字
上
限
を

１
５
９
０
億
レ
ア
ル
に
引
き

上
げ
る
事
を
検
討
し
て
い
た

時
、
政
府
の
経
済
ス
タ
ッ
フ

は
、
今
年
の
税
収
は
今
年
度

の
予
算
よ
り
５
０
０
億
レ
ア

ル
少
な
く
な
る
と
予
想
し
て

い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
の
税

　

財
務
省
財
務
局
の
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
１
〜
７
月
の
税

収
は
、
予
算
作
成
時
の
税
収

予
想
を
３
８
５
億
レ
ア
ル
も

下
回
っ
て
お
り
、
基
礎
的
財

政
収
支
目
標
の
赤
字
上
限
額

を
１
５
９
０
億
レ
ア
ル
に
引

き
上
げ
て
も
目
標
達
成
が
危

う
い
状
況
だ
と
１
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

今
年
度
と
来
年
度
の
基

礎
的
財
政
収
支
の
目
標
を

１
５
９
０
億
レ
ア
ル
の
赤

字
と
す
る
件
は
、
来
年
度

予
算
案
提
出
期
限
で
あ
る

１
〜
７
月
で
３
８
５
億
レ
も

新
た
な
録
音
テ
ー
プ
を
提
出

赤
字
上
限
引
き
上
げ
て
も
ま
だ
？

レ
ア
ル
か
ら
１
５
９
０
億

レ
ア
ル
に
引
き
上
げ
る
件

は
、
５
日
か
ら
の
審
議
再
開

で
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
承
認

さ
れ
る
見
込
み
だ
が
、
差
額

の
２
０
０
億
レ
ア
ル
の
内
の

６
０
億
レ
ア
ル
分
は
７
月
の

税
収
減
な
ど
で
既
に
食
わ
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

財
政
目
標
達
成
や
予
算
案

提
出
の
た
め
、
政
府
の
経
済

ス
タ
ッ
フ
は
最
近
、
短
期
の

収
入
増
に
躍
起
に
な
っ
て
い

る
。
先
週
発
表
さ
れ
、
１
８

年
に
７
０
億
レ
ア
ル
が
入
っ

て
く
る
と
期
待
さ
れ
る
、
石

油
や
天
然
ガ
ス
部
門
の
開
発

区
を
巡
る
入
札
関
連
の
暫
定

令
（
Ｍ
Ｐ
７
９
５
号
）
な
ど

も
短
期
の
収
入
増
に
繋
が
る

が
、
専
門
家
の
中
か
ら
は
、

政
府
が
中
長
期
的
な
計
画
よ

り
も
短
期
計
画
に
力
を
入
れ

始
め
た
事
を
懸
念
す
る
声
も

出
始
め
て
い
る
よ
う
だ
。

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
で
の
報
奨
付

供
述
の
内
容
漏
洩
（
Ｉ
Ｂ
Ｓ

シ
ョ
ッ
ク
）
な
ど
で
、
景
気

回
復
の
前
に
再
び
暗
雲
が
立

ち
込
め
た
よ
う
に
も
見
え

た
。

　

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、

第
２
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
関

す
る
ア
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
予

想
は
、
０
・５
０
％
減
〜
０
・

３
０
％
増
で
、
そ
れ
ら
を
平

均
し
て
、
増
減
な
し
の
０
％

と
目
さ
れ
て
い
た
。

　

だ
が
、
蓋
を
開
け
て
見
れ

ば
、
前
期
比
で
０
・
２
％
、

前
年
同
期
比
で
０
・
３
％
の

上
昇
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
直
近
の
４
四
半
期
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
、
そ
の
直
前
の
４
四

半
期
よ
り
１
・
４
％
マ
イ
ナ

ス
ま
で
回
復
し
た
。

　

第
２
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
上

経済の回復は明らかで、来年はより力強い歩みで始まると見
るメイレーレス財相（Fabio Rodrigues Pozzebom/Agência 
Brasil）

１日、中国でのテメル大統領（Beto Barata/PR）

景
気
回
復
示
す
も
不
安
要
素
も

ジョエズレイ

引
き
出
し
解
禁
に
伴
う
も
の

で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

失
業
者
数
は
若
干
下
が
っ

て
い
る
が
、
４
〜
７
月
の
失

業
率
が
依
然
、
１
２
・
８
％

（
人
数
に
し
て
１
３
３
０
万

人
）
と
高
い
こ
と
も
不
安
材

料
と
な
っ
て
い
る
。

民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）

の
よ
う
な
中
道
右
派
を
終
わ

ら
せ
た
」と
語
っ
た
と
い
う
。

も
っ
と
も
、
一
部
国
民
が
左

翼
嫌
い
に
な
っ
た
の
は
、
ジ

ウ
マ
氏
が
「
選
挙
に
当
選
し

た
人
の
権
利
」
ば
か
り
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
失
政
を
一
切
認

め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
り
、

労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
の
政
治

家
が
、
告
発
さ
れ
た
後
も
、

何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う

に
選
挙
に
出
馬
し
た
り
す
る

た
め
で
あ
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の

イ
メ
ー
ジ
・
ダ
ウ
ン
は
、
む

し
ろ
Ｊ
Ｂ
Ｓ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
も
の
な
の
だ
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

そ
の
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
ジ
ェ
ラ

ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
聖
州

知
事
は
８
月
３
１
日
、「
私

は
エ
リ
ー
ト
の
た
め
の
大
統

領
で
は
な
く
、
国
民
み
ん
な

の
た
め
の
大
統
領
に
な
り
た

い
」
と
発
言
し
、
１
８
年
大

統
領
選
へ
の
出
馬
意
欲
を
か

な
り
強
く
打
ち
出
し
た
。
こ

れ
は
、
タ
ッ
ソ
・
ジ
ェ
レ
イ

サ
ッ
チ
党
首
代
理
が
先
日
、

ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
を
大
統
領
選

候
補
の
一
番
手
と
明
言
し
た

こ
と
で
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
内
部
で

同
氏
が
有
力
と
の
見
方
が
強

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
た

も
の
だ
。
弟
子
的
存
在
の
ド

リ
ア
聖
市
市
長
と
も
ど
も
、

今
後
の
動
向
に
注
目
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

ロ
ド
リ
ゴ
・
ジ
ャ
ノ
ー
検

察
庁
長
官
の
任
期
が
あ
と
２

週
間
ほ
ど
で
終
わ
る
が
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
か
、
本
紙
の

大
き
さ
で
は
拾
い
き
れ
な
い

ほ
ど
の
疑
惑
が
報
奨
付
供
述

で
出
は
じ
め
て
い
る
。
疑
惑

の
対
象
は
、
リ
カ
ル
ド
・
バ

ロ
ス
保
健
相
や
、
ベ
ト
・
リ

シ
ャ
・
パ
ラ
ナ
州
知
事
な
ど

多
岐
に
渡
る
が
、
あ
と
２
週

間
の
内
に
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ
シ
ョ
ッ

ク
級
の
衝
撃
は
果
た
し
て
浮

上
す
る
か
。

　

８
月
３
１
日
、
サ
ッ
カ
ー

Ｗ
杯
南
米
予
選
第
１
５
節
が

南
大
河
州
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ

レ
で
行
わ
れ
、
セ
レ
ソ
ン
が

エ
ク
ア
ド
ル
を
２
―
０
で
下

し
、
同
予
選
の
首
位
通
過
を

確
定
さ
せ
た
。
１
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

す
で
に
１
４
節
で
Ｗ
杯
へ

の
進
出
を
決
め
て
い
た
セ
レ

ソ
ン
だ
が
、
こ
の
日
の
試
合

も
前
半
か
ら
積
極
的
に
攻
撃

を
仕
掛
け
、
押
し
気
味
に
試

合
を
進
め
た
。

　

前
半
は
エ
ク
ア
ド
ル
の
引

い
た
守
り
と
、
セ
レ
ソ
ン
の

パ
ス
が
効
果
的
に
つ
な
が
ら

な
い
こ
と
で
得
点
に
つ
な
が

ら
な
か
っ
た
が
、
後
半
１
３

分
に
レ
ナ
ト
・
ア
ウ
グ
ス
ト

に
変
え
て
投
入
し
た
フ
ィ
リ

ペ
・
コ
ウ
チ
ー
ニ
ョ
が
パ
ス

の
流
れ
を
円
滑
に
し
た
こ
と

で
、
試
合
の
流
れ
が
変
わ
っ

た
。

　

そ
し
て
後
半
２
４
分
、

ウ
ィ
リ
ア
ン
か
ら
の
コ
ー

ナ
ー
キ
ッ
ク
を
ゴ
ー
ル
前
で

受
け
た
パ
ウ
リ
ー
ニ
ョ
が

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
て
、
１
点

を
先
制
し
た
。

　

さ
ら
に
後
半
３
１
分
、
ド

リ
ブ
ル
で
切
り
込
ん
だ
コ
ウ

チ
ー
ニ
ョ
が
、ガ
ブ
リ
エ
ル
・

ジ
ェ
ズ
ス
か
ら
の
パ
ス
の
折

り
返
し
を
シ
ュ
ー
ト
し
２
点

目
。
勝
負
を
決
め
た
。

　

こ
れ
で
セ
レ
ソ
ン
は
昨
年

９
月
以
降
、
１
０
戦
１
０
勝

だ
。
残
り
３
試
合
で
の
２
位

コ
ロ
ン
ビ
ア
と
の
勝
ち
点
差

は
１
１
点
で
、
逆
転
の
可
能

性
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、

同
予
選
の
１
位
通
過
も
確
定

し
た
。

　

南
米
か
ら
は
４
チ
ー
ム
な

い
し
５
チ
ー
ム
が
Ｗ
杯
に
進

出
で
き
る
が
、
４
位
チ
リ
か

ら
８
位
エ
ク
ア
ド
ル
ま
で
の

勝
ち
点
差
は
３
で
、
大
混
戦

と
な
っ
て
い
る
。

　

食
肉
大
手
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
主
の

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ
ス
タ

氏
が
８
月
３
１
日
、
政
治
家

と
の
会
話
を
録
音
し
た
新
た

な
録
音
テ
ー
プ
を
連
邦
検
察

庁
に
提
出
し
た
。
１
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
が
検
察

庁
へ
の
報
奨
付
供
述
（
デ
ラ

ソ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ー
ダ
）
を

裏
付
け
る
た
め
に
録
音
テ
ー

プ
を
提
出
す
る
の
は
、
少
な

く
と
も
２
度
目
だ
。

　

５
月
１
７
日
に
内
容
が
漏

れ
た
テ
ー
プ
に
は
、
テ
メ
ル

大
統
領
や
ア
エ
シ
オ
・
ネ
ー

ヴ
ェ
ス
上
議
と
の
贈
収
賄
工

作
が
疑
わ
れ
る
内
容
が
録
音

さ
れ
て
お
り
、
伯
国
政
財
界

に
激
震
が
走
っ
た
。
ま
た
、

そ
の
内
容
が
漏
れ
た
こ
と

で
、
両
政
治
家
の
イ
メ
ー
ジ

は
著
し
く
損
な
わ
れ
た
。

　

た
だ
、
当
初
か
ら
、
そ
の

録
音
テ
ー
プ
に
編
集
が
加
え

ら
れ
た
可
能
性
が
疑
わ
れ
た

こ
と
や
、
明
確
な
証
拠
が
な

い
ま
ま
に
１
千
人
を
超
え
る

政
治
家
へ
の
巨
額
の
贈
賄
を

暴
露
し
た
こ
と
、
そ
れ
ほ
ど

の
犯
罪
を
犯
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
恩
赦
が
与
え
ら
れ
る

形
で
現
在
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
生
活
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
デ
ラ
ソ
ン
の
信
憑
性

を
疑
問
視
す
る
声
は
か
ね
て

か
ら
根
強
い
。
こ
の
た
め
、

最
高
裁
の
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
報
告
官
、エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ

キ
ン
判
事
が
、
８
月
３
１
日

ま
で
に
供
述
の
内
容
を
裏
付

け
る
証
拠
を
提
出
す
る
よ
う

命
じ
て
い
た
。

　

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
の
知
人

に
よ
る
と
、
今
回
の
録
音
は

衝
撃
の
新
事
実
を
暴
露
す
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
５

月
に
漏
洩
し
た
録
音
の
内
容

を
裏
付
け
る
も
の
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
。

　

ま
た
、こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

１
０
８
１
人
に
も
及
ぶ
政
治

家
の
秘
密
口
座
へ
の
賄
賂
分

配
表
や
、
国
外
に
あ
る
政
治

家
や
ロ
ビ
イ
ス
ト
た
ち
の
口

座
へ
の
入
金
記
録
な
ど
も
提

出
さ
れ
た
と
い
う
。

　

だ
が
、
フ
ァ
キ
ン
判
事
は

１
日
、
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
に

対
し
、
証
拠
の
提
出
期
間
を

さ
ら
に
６
０
日
間
、
延
期
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

　

仮
に
こ
れ
ら
の
証
拠
を

も
っ
て
も
デ
ラ
ソ
ン
の
内
容

が
証
明
で
き
な
い
場
合
は
、

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
と
検
察
庁

と
の
間
で
結
ん
だ
司
法
取
引

は
無
効
と
な
り
、
デ
ラ
ソ
ン

そ
の
も
の
も
無
効
化
さ
れ
る

可
能
性
が
出
て
く
る
。

　

教
育
省
が
８
月
３
１

日
、
２
０
１
６
年
の
私

立
大
学
の
学
生
総
数
は

６
０
５
万
人
で
、
前
年
よ
り

１
万
６
５
０
０
人
減
っ
た
と

発
表
し
た
。
１
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
に
よ
れ
ば
、
私
立

大
学
の
学
生
数
が
減
少
し
た

の
は
１
９
９
１
年
に
次
ぐ
、

２
度
目
の
出
来
事
だ
と
い

う
。

　

伯
国
の
私
立
大
学
は
高
等

教
育
機
関
に
在
籍
す
る
学
生

の
７
５
・
３
％
を
擁
し
て
お

り
、
１
６
年
も
２
１
４
万
人

が
入
学
し
た
が
、
こ
の
数
は

前
年
よ
り
４
％
少
な
い
。
入

学
者
数
は
１
４
年
か
ら
減
り

始
め
て
お
り
、
３
年
間
で

１
０
・１
％
減
っ
て
い
る
。

　

専
門
家
は
、
１
４
年
以
降

の
新
入
生
減
少
は
、
学
生
融

資
金
（
Ｆ
ｉ
ｅ
ｓ
）
を
受
け

ら
れ
る
学
生
の
数
が
減
っ
た

事
が
原
因
と
し
て
い
る
が
、

メ
ン
ド
ン
サ
・
フ
ィ
ー
リ
ョ

教
育
相
は
不
景
気
が
原
因
だ

と
見
て
い
る
。

　

教
育
省
に
よ
る
と
、
１
６

年
の
場
合
、
公
立
校
生
も
含

む
学
生
総
数
は
、
８
０
５
万

人
で
、
前
年
の
８
０
３
万
人

よ
り
０
・
２
％
増
え
た
。
こ

の
増
加
率
は
、
１
９
９
２
年

以
降
で
最
低
だ
っ
た
。
た
だ

し
、
公
立
大
学
の
学
生
数
は

１
９
９
万
人
で
、
前
年
よ
り

１
・９
％
増
え
た
。

　

し
か
し
、
新
入
生
数

は
、
公
立
校
で
も
前
年
比

４
８
０
０
人
（
０
・
９
％
）

少
な
い
５
２
万
９
５
０
０
人

で
、
そ
の
増
加
率
は
、
学

生
総
数
が
１
５
３
万
人
の

み
だ
っ
た
１
９
９
５
年
以

降
で
最
悪
だ
っ
た
と
い
う
。

１
９
９
２
年
か
ら
２
０
１
５

年
に
か
け
て
の
新
入
生
の
数

は
、
年
平
均
で
７
・
５
％
増

え
て
い
た
。

　

伯
国
で
は
、
１
８
歳
か
ら

２
４
歳
で
大
学
に
在
籍
す
る

人
を
、
同
年
齢
の
人
口
の

３
３
％
に
す
る
事
を
目
標

に
し
て
い
る
が
、
１
５
年

の
場
合
は
、
こ
の
割
合
は

１
８
・
１
％
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。

外国為替市況
中銀サイトより

9月1日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.1471  R$
買　3.1464  R$

円相場
売　0.0285  R$
買　0.0285  R$

第２四半期は０・２％増
　

８
四
半
期
連
続
で
下
が
り

続
け
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
今
年
の

第
１
四
半
期
に
１
・
０
％
の

増
加
を
示
し
、
景
気
回
復
を

予
感
さ
せ
て
い
た
。
だ
が
、

３
月
の
精
肉
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

（
カ
ル
ネ
・
フ
ラ
ッ
カ
作
戦
）

や
、５
月
１
７
日
に
起
き
た
、

食
肉
大
手
Ｊ
＆
Ｆ
社
主
の

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ
ス
タ

氏
に
よ
る
、
テ
メ
ル
大
統
領

を
も
巻
き
込
ん
だ
ラ
ヴ
ァ
・

セ
レ
ソ
ン
が
エ
ク
ア
ド
ル
下
す

３
試
合
残
し
て
１
位
通
過
決
定

多
数
の
政
治
家
の
賄
賂
表
も

ＧＤＰ税
収
不
足
の
深
刻
度
高
ま
る

（２）２０１７年 第４８３１号 ９月 ２日 （土曜日）

サ ッ カ ー
Ｗ杯南米予選

私
立
大
学
の
学
生
数
が
減
少

１
６
年
の
総
数
は
６
０
５
万
人
に



　

出い
ず

雲も

大た
い

社し
ゃ

に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とに
は
大お

お

勢ぜ
い

の
兄

き
ょ
う

弟だ
い

、

八や

十そ

神が
み

た
ち
が
い
た
。
あ
る
時と

き

、
稲い

な

葉ば

の
国く

に

（
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

東と
う

部ぶ

）

に
八や

上か
み

比ひ

賣め

と
い
う
日に

本ほ
ん

一い
ちの
女め

神が
み

が
い
る
と
聞き

い
て
、
兄

き
ょ
う

弟だ
い

で
嫁よ

め

取と

り
競

き
ょ
う

争そ
う

を
す
る
事こ

と

に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
太た

い

古こ

の
こ
と
で
途と

中ち
ゅ
うに
は
道み

ち

の
な
い
と
こ
ろ
が
多お

お

い
し
、
旅り

ょ

館か
ん

も
な
い
。
米こ

め

、
味み

噌そ

、
醤

し
ょ
う

油ゆ

か
ら
、
鍋な

べ

釜か
ま

、
寝し

ん

具ぐ

に
い
た
る
ま
で
、
持も

っ
て
行い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
八や

十そ

神が
み

一い
ち

同ど
う

で
相そ

う

談だ
ん

し
て
、
皆み

な

の
荷に

物も
つ

を
大お

お

き

な
袋ふ

く
ろに
い
れ
、
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とに
運は

こ

ん
で
貰も

ら

う
よ
う
頼た

の

む
こ
と
と

し
た
。
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とは
力

ち
か
ら

持も

ち
だ
し
、
ま
た
立り

っ

派ぱ

そ
う
な
の
で
、

荷に

物も
つ

運は
こ

び
の
従

じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
よ
う
に
見み

せ
か
け
れ
ば
、
八や

上か
み

比ひ

賣め

か

ら
選え

ら

ば
れ
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
魂こ

ん

胆た
ん

だ
っ
た
。

　

八や

十そ

神が
み

た
ち
に
頼た

の

ま
れ
て
、
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とは
ビ
ッ
ク
リ
し
た

が
、
自じ

分ぶ
ん

が
荷に

物も
つ

を
背せ

負お

わ
な
け
れ
ば
、
嫁よ

め

取と

り
競

き
ょ
う

争そ
う

も
取と

り
や
め
る
し
か
な
い
、
と
聞き

い
て
、「
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
引ひ

き
受う

け
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
と
答こ

た

え
た
。

　

こ
う
し
て
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とは
一ひ

と

人り

で
大お

お

き
な
袋ふ

く
ろ

を
背せ

負お

い
、

八や

十そ

神が
み

た
ち
に
従

し
た
が
っ
て
、
歩あ

る

い
て
い
っ
た
。
そ
の
姿す

が
た
は
ど
う
見み

て
も
従

じ
ゅ
う

者し
ゃ

と
し
か
見み

え
な
い
。

　
し
か
し
、
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とは
、
決け

っ

し
て
「
自じ

分ぶ
ん

は
お
供と

も

で
は
な

い
ぞ
」
な
ど
と
は
仰お

お

せ
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
平へ

い

気き

な
顔か

お

を
し
て
、
黙だ

ま
っ
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
。
お
顔か

お

を

見み

ま
し
て
も
、
少す

こ

し
も
自じ

慢ま
ん

そ
う
な
様よ

う

子す

は
な
く
、
少す

こ

し
も

悲ひ

観か
ん

し
た
様よ

う

子す

も
な
く
、
少す

こ

し
も
お
怒い

か

り
に
な
る
様よ

う

子す

も
な

く
、ま
こ
と
に
元げ

ん

気き

よ
く
、ニ
コ
ニ
コ
し
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
。

[

１
，
ｐ
３
５]

　

最さ
い

近き
ん

、
刊か

ん

行こ
う

さ
れ
た
『
新し

ん

釈し
ゃ
く

古こ

事じ

記き

伝で
ん

』
の
一ひ

と

節ふ
し

で
あ
る
。

袋ふ
く
ろ

背せ

負お

い
の
心こ

こ
ろ 

　
～ 『
新し

ん

釈し
ゃ
く

古こ

事じ

記き

伝で
ん

』か
ら

２０１４年
ねん

７月
がつ

２０日
か

版
ばん

書し
ょ

名め
い

は
厳い

か

め
し
い
が
、
文ぶ

ん

章し
ょ
うは
小

し
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

に
も
読よ

め
る
平へ

い

易い

な
も
の
だ
。
し
か
し『
古こ

事じ

記き

』の
お
と
ぎ
話

ば
な
し

風ふ
う

の
物も

の

語が
た
りか
ら
、

著ち
ょ

者し
ゃ

は
自み

ず
か
ら
の
心こ

こ
ろに
映う

つ
っ
た
大や

ま

和と

民み
ん

族ぞ
く

の
深ふ

か

い
理り

想そ
う

を
解と

き
明あ

か
し
て
い
く
。

　

著ち
ょ

者し
ゃ

は
阿あ

部べ

國く
に

治は
る

氏し

。
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
東と

う

京き
ょ
う

帝て
い

国こ
く

大だ
い

学が
く

法ほ
う

学が
く

部ぶ

で
英え

い

法ほ
う

学が
く

を
学ま

な

び
、
副ふ

く

手し
ゅ

に
な
っ
た
が
、
そ
の
後ご

、
同お

な

じ
く
東と

う

京き
ょ
う

帝て
い

大だ
い

で
印い

ん

度ど

哲て
つ

学が
く

科か

で
学ま

な

び
、
首し

ゅ

席せ
き

で
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
た
、
と
い

う
人じ

ん

物ぶ
つ

で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
進す

す

ん
で
い
れ
ば
、
帝て

い

大だ
い

教き
ょ
う

授じ
ゅ

か

高こ
う

級き
ゅ
う

官か
ん

僚り
ょ
うへ
の
道み

ち

が
約や

く

束そ
く

さ
れ
て
い
た
ろ
う
。

　
し
か
し
、
阿あ

部べ

氏し

は
そ
ん
な
エ
リ
ー
ト
・
コ
ー
ス
を
捨す

て
て
、

疲ひ

弊へ
い

に
あ
え
ぐ
農の

う

民み
ん

救き
ゅ
う

済さ
い

の
た
め
に
、
地じ

下か

足た

袋び

を
履は

い
て

全ぜ
ん

国こ
く

の
村む

ら

々む
ら

を
歩あ

る

い
た
。
そ
ん
な
人じ

ん

生せ
い

を
歩あ

ゆ

ん
だ
人ひ

と

だ
か
ら

こ
そ
、『
古こ

事じ

記き

』
に
凝

ぎ
ょ
う

縮し
ゅ
くさ
れ
た
古こ

代だ
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
心

こ
こ
ろ

映ば

え
が
、

よ
く
見み

え
た
の
だ
ろ
う
。

　

氏し

の
解と

き
明あ

か
す
古こ

代だ
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
心

こ
こ
ろ

映ば

え
は
、
泉い

ず
み
か
ら
湧わ

き
出で

る
清せ

い

冽れ
つ

な
水み

ず

の
よ
う
に
、
現げ

ん

代だ
い

の
子こ

供ど
も

達た
ち

の
心こ

こ
ろ
に
新し

ん

鮮せ
ん

な
潤う

る
おい
を
与あ

た

え
る
だ
ろ
う
。
大お

人と
な

も
、
そ
の
水み

ず

で
喉の

ど

を
潤う

る
お
す
こ

と
で
、
多た

忙ぼ
う

な
毎ま

い

日に
ち

を
生い

き
抜ぬ

く
元げ

ん

気き

を
与あ

た

え
ら
れ
る
に
違ち

が

い
な
い
。
そ
の
ご
く
一い

っ

端た
ん

を
ご
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
い
。

　

八や

上か
み

比ひ

賣め

に
会あ

い
に
、
稲い

な

羽ば

の
国く

に

に
向む

か
う
一い

っ

行こ
う

は
、
白し

ろ

兎う
さ
ぎに
出で

会あ

う
。
白し

ろ

兎う
さ
ぎは
隠お

岐き

の
島し

ま

に
生う

ま
れ
て
、
ワ
ニ
を
騙だ

ま

し

て
、
本ほ

ん

州し
ゅ
うに
渡わ

た

っ
た
の
だ
が
、
騙だ

ま

さ
れ
た
ワ
ニ
が
「
痛い

た

い
目め

に

あ
わ
せ
て
、
少す

こ

し
考か

ん
が
え
さ
せ
よ
う
」
と
、
皮か

わ

を
は
い
で
、
陸り

く

の

上う
え

に
放ほ

う

り
出だ

し
た
所と

こ
ろ
だ
っ
た
。

　

兎う
さ
ぎ
は
痛い

た

く
て
た
ま
ら
ず
に
泣な

き
だ
し
た
。「
ワ
ニ
の
奴や

つ

め
、

い
く
ら
な
ん
で
も
、
こ
ん
な
に
し
な
く
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
」

と
思お

も
っ
て
、
ワ
ニ
を
恨う

ら

ん
で
泣な

い
た
。

　
し
か
し
、
ワ
ニ
は
な
ぜ
自じ

分ぶ
ん

を
赤あ

か

裸は
だ
かに
し
た
だ
け
で
、
な
ぜ

海う
み

に
放ほ

う

り
込こ

ん
で
殺こ

ろ

さ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
ふ
と
思お

も

う
と
、

「
ワ
ニ
は
自じ

分ぶ
ん

を
反は

ん

省せ
い

さ
せ
よ
う
と
し
て
、
こ
う
し
て
く
れ
た

の
だ
な
」
と
気き

が
つ
い
た
。

３
．
稲い

な

葉ば

の
白し

ろ

兎う
さ
ぎ

の
感か

ん

謝し
ゃ

　
す
っ
か
り
気き

が
つ
い
た
兎う

さ
ぎさ
ん
は
、
心こ

こ
ろか
ら
後こ

う

悔か
い

し
ま
し
た
。

「
決け

っ

し
て
、
も
う
嘘う

そ

は
つ
き
ま
せ
ん
。
人ひ

と

様さ
ま

に
迷め

い

惑わ
く

を
か
け

て
、
馬ば

鹿か

呼よ

ば
わ
り
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ほ
ん
と
に
立り

っ

派ぱ

な
兎

う
さ
ぎ

に
な
っ
て
、ワ
ニ
の
好こ

う

意い

に
酬む

く

い
た
い
」
と
思お

も

い
ま
し
た
。[

１
，

ｐ
２
２]

　

あ
ま
り
の
痛い

た

さ
に
泣な

き
な
が
ら
、「
ど
う
ぞ
、
神か

み

様さ
ま

、
私わ

た
しの

身し
ん

体た
い

を
も
と
ど
お
り
に
し
て
い
た
だ
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

祈い
の
っ
て
い
る
所と

こ
ろに
、
八や

十そ

神が
み

の
一い

っ

行こ
う

が
や
っ
て
き
た
。

　

八や

十そ

神が
み

た
ち
は
、
兎う

さ
ぎに
海う

み

の
水み

ず

を
浴あ

び
て
、
塩し

お

を
か
ら
だ

に
つ
け
、
日ひ

向な
た

で
乾か

わ

か
し
な
さ
い
、
と
教お

し

え
た
。
兎う

さ
ぎは
神か

み

様さ
ま

の

仰お
お

せ
ら
れ
る
こ
と
だ
か
ら
、
と
思お

も
っ
て
、
そ
の
通と

お

り
に
し
た
ら
、

痛い
た

み
が
ひ
ど
く
な
っ
て
、
さ
ら
に
泣な

き
苦く

る

し
ん
だ
。

　

そ
こ
に
、
一ひ

と

人り

遅お
く

れ
て
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とが
や
っ
て
き
た
。
兎う

さ
ぎか
ら

訳わ
け

を
聞き

く
と
、「
私わ

た
しの
兄

き
ょ
う

弟だ
い

た
ち
が
か
ら
か
っ
て
、
す
ま
な
い

事こ
と

を
し
ま
し
た
」
と
謝あ

や
ま
り
つ
つ
、
川か

わ

の
水み

ず

で
塩し

お

を
洗あ

ら

い
流な

が

し
、

日ひ

陰か
げ

の
風か

ぜ

の
当あ

た
ら
な
い
と
こ
ろ
で
静し

ず

か
に
寝ね

て
い
る
よ
う
に

教お
し

え
て
、
介か

い

抱ほ
う

し
て
や
っ
た
。
そ
れ
で
兎う

さ
ぎは
す
っ
か
り
治な

お
っ
た
。

　

兎う
さ
ぎ
は
、
こ
う
し
て
念ね

ん

願が
ん

だ
っ
た
本ほ

ん

州し
ゅ
うに
も
辿た

ど

り
着つ

け
た
し
、

ワ
ニ
に
ゆ
が
ん
だ
心こ

こ
ろ
は
叩た

た

き
直な

お

し
て
も
ら
っ
た
し
、
大お

お

国く
に

主
ぬ
し
の

命み
こ
との
お
陰か

げ

で
、
も
と
の
身し

ん

体た
い

に
戻も

ど

れ
た
の
で
、
心こ

こ
ろか
ら
感か

ん

謝し
ゃ

し

た
。
そ
し
て
、
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とに
「
あ
な
た
こ
そ
本ほ

ん

当と
う

に
立り

っ

派ぱ

な

方か
た

で
す
。
八や

上か
み

比ひ

賣め

様さ
ま

は
、
必か

な
ら
ず
あ
な
た
様さ

ま

を
お
婿む

こ

様さ
ま

と
な

さ
る
に
違ち

が

い
あ
り
ま
せ
ん
」
と
申も

う

し
上あ

げ
た
。

　

八や

十そ

神が
み

た
ち
は
稲い

な

葉ば

の
国く

に

に
着つ

き
、
八や

上か
み

比ひ

賣め

に
「
ど
う

ぞ
、こ
の
中な

か

か
ら
お
婿む

こ

様さ
ま

を
お
選え

ら

び
下く

だ

さ
い
」
と
申も

う

し
出で

た
が
、

八や

上か
み

比ひ

賣め

は
き
っ
ぱ
り
と
断

こ
と
わ
っ
た
。

　
皆み

な

様さ
ま

の
よ
う
に
、
ど
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
技わ

ざ

を
ご
修し

ゅ

行ぎ
ょ
うに
な
っ

て
も
『
嫁よ

め

取と

り
競

き
ょ
う

争そ
う

』
と
い
う
よ
う
な
、
こ
の
上う

え

も
な
い
大だ

い

事じ

な
真ま

面じ

目め

な
旅り

ょ

行こ
う

に
お
出で

か
け
に
な
る
の
に
、
そ
の
旅り

ょ

行こ
う

に
必ひ

つ

要よ
う

な
道ど

う

具ぐ

を
、ご
自じ

分ぶ
ん

で
お
背せ

負お

い
に
な
ら
な
い
よ
う
な
方か

た

は
、

本ほ
ん

当と
う

に
真ま

面じ

目め

な
人ひ

と

と
は
思お

も

い
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
ひ
き
か
え
て
、
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
と

様さ
ま

は
皆み

な

様さ
ま

の
嫌い

や

が
る
荷に

物も
つ

を
全ぜ

ん

部ぶ

お
引ひ

き
受う

け
に
な
っ
た
、
ど
う
見み

て
も
お
供と

も

と
し
か

見み

え
な
い
の
に
、
平へ

い

気き

な
顔か

お

を
し
て
、
し
か
も
皆み

な

様さ
ま

よ
り
遅お

く

れ

て
、
ひ
と
り
で
お
い
で
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

１
．
大お

お

き
な
袋ふ

く
ろ

を
背せ

負お

っ
て

　
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
皆み

な

様さ
ま

は
稻い

な

羽ば

の
兎う

さ
ぎに
お
会あ

い
に
な
っ
て
、
何な

に

を
な
さ
い
ま
し

た
か
。
あ
の
兎う

さ
ぎは
後こ

う

悔か
い

を
し
て
、
泣な

い
て
祈い

の
っ
て
お
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
ワ
ニ
す
ら
、そ
の
兎う

さ
ぎを
殺こ

ろ

し
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
な
の
に
、
皆み

な

様さ
ま

は
兎う

さ
ぎ
を
お
か
ら
か
い
に
な
っ
て
、
慰な

ぐ
さみ
も

の
に
な
さ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
と

様さ
ま

は
そ
れ
を
後あ

と

か
ら
お
い
で
に
な
っ
て
、
親し

ん

切せ
つ

に
お
治な

お

し
に
な
っ
て
や
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
な
た
方が

た

は
、

不ふ

真ま

面じ

目め

な
呑の

ん

気き

な
方か

た

々が
た

で
、
ま
だ
本ほ

ん

当と
う

に
立り

っ

派ぱ

と
は
申も

う

し

上あ

げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、
で
き
る
こ
と
な
ら
、
私わ

た
しは
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
と

様さ
ま

の
よ

う
な
方ほ

う

の
と
こ
ろ
の
お
嫁よ

め

入い

り
し
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。[

１
，

ｐ
４
４]

　
こ
の
八や

上か
み

比ひ

賣ば
い

の
言こ

と

葉ば

に
、
八や

十そ

神が
み

た
ち
は
、
一ひ

と

言こ
と

も
弁べ

ん

解か
い

で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
思お

も

い
ま
す
、
と
著ち

ょ

者し
ゃ

は
想そ

う

像ぞ
う

し
て
い
る
。

　

阿あ

部べ

氏し

は
、
こ
の
『
古こ

事じ

記き

』
の
一い

っ

節せ
つ

を
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
解か

い

説せ
つ

し
て
い
る
。

　
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とは
八や

十そ

神が
み

た
ち
が
荷に

厄や
っ

介か
い

に
思お

も

わ
れ
、
面め

ん

倒ど
う

に

思お
も
っ
て
嫌き

ら

わ
れ
た
旅り

ょ

行こ
う

道ど
う

具ぐ

を
一い

っ

切さ
い

引ひ

き
受う

け
て
、
大お

お

き
な
袋

ふ
く
ろ

に
お
入い

れ
に
な
り
、
こ
れ
を
背せ

負お

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
袋ふ

く
ろを
背せ

負お

わ
れ
る
気き

持も

ち
が
非ひ

常じ
ょ
うに
大た

い

切せ
つ

だ
と
思お

も

い
ま
す
。

　
「
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
、
人ひ

と

さ
ま
の
世せ

話わ

を
や
か
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
立り

っ

派ぱ

な
こ
と
で
あ
る
」
と
教お

し

え
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
。「
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
、
他た

人に
ん

の
苦く

労ろ
う

を
背せ

負お

い
込こ

む
こ
と
を
喜よ

ろ
こ
び
と
せ
よ
」
と
、
教お

し

え
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
こ
の
教お

し

え
を
徹て

っ

底て
い

的て
き

に
明あ

き

ら
か
に
す
る
た
め
に
、

大お
お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とは
、
お
供と

も

に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
供と

も

に
な
る
と

い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
申も

う

し
ま
す
と
、
こ
れ
は
、
人ひ

と

さ

ま
の
世せ

話わ

を
し
た
り
、
人ひ

と

さ
ま
の
苦く

労ろ
う

を
背せ

負お

い
込こ

ん
だ
り

す
る
と
、
自み

ず
から
の
心こ

こ
ろの
う
ち
に
喜よ

ろ
こび
を
感か

ん

ず
る
だ
け
で
は
な
く

て
、「
自じ

分ぶ
ん

は
こ
う
い
う
こ
と
を
し
て
あ
げ
て
い
る
の
だ
か
ら

偉え
ら

い
な
」
と
い
う
誇ほ

こ

り
の
気き

持も

ち
が
起お

こ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
相あ

い

手て

の
人ひ

と

や
世せ

間け
ん

か
ら
、「
こ
れ
だ

け
の
こ
と
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
く
れ
る
の
は
あ

た
り
ま
え
で
は
な
い
か
」
と
い
う
気き

持も

ち
さ
え
起お

こ
っ
て
く
る

も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人ひ

と

さ
ま
の
世せ

話わ

を
や
か
せ
て
も
ら
っ
て
偉え

ら

い

と
自じ

分ぶ
ん

で
思お

も

っ
た
り
、
世せ

話わ

の
や
き
賃ち

ん

を
求も

と

め
た
り
す
る
よ

う
で
は
い
け
な
い
、
と
教お

し

え
ら
れ
て
い
る
で
あ
り
ま
す
。[

１
，

ｐ
５
０]

「
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
、
他た

人に
ん

の
苦く

労ろ
う

を
背せ

負お

い
込こ

む
こ
と

を
喜よ

ろ
こ
び
と
せ
よ
」
と
い
う
の
が
、
阿あ

部べ

氏し

の
言い

う
「
ふ
く
ろ
し

よ
い
（
袋

ふ
く
ろ

背せ

負お

い
）
の
心こ

こ
ろ」
で
あ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．『
古こ

事じ

記き

』
に
凝ぎ

ょ
う

縮し
ゅ
く

さ
れ
た

        

古こ

代だ
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
心こ

こ
ろ

映ば

え

　

大
お
と
な

人
は
、
青せ

い

年ね
ん

や
少

し
ょ
う

年ね
ん

に
向む

か
っ
て
「
偉え

ら

く
な
り
な
さ
い
」

と
言い

う
。
し
か
し
、「
偉え

ら

く
な
る
」
と
は
ど
う
い
う
事こ

と

か
、
は
っ

き
り
教お

し

え
て
い
な
い
し
、
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

で
も
分わ

か
っ
て
い
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
青せ

い

少し
ょ
う

年ね
ん

が
、
有ゆ

う

名め
い

大だ
い

学が
く

に
入は

い
っ
て
一い

ち

流り
ゅ
う

企き

業
ぎ
ょ
う

に
勤つ

と

め
る
こ
と
が
偉え

ら

く
な
る
こ
と
だ
、
あ
る
い
は
そ
こ
で
出

し
ゅ
っ

世せ

し
て
、
部ぶ

長ち
ょ
うや
役や

く

員い
ん

に
な
っ
た
人ひ

と

が
ヒ
ラ
社し

ゃ

員い
ん

よ
り
偉え

ら

い
、
と

誤ご

解か
い

す
る
。
そ
こ
に
無む

益え
き

な
競

き
ょ
う

争そ
う

が
始は

じ

ま
る
。

　
つ
ま
り
、
間ま

違ち
が
っ
た
目も

く

標ひ
ょ
うを
立た

て
て
、
無む

理り

な
競

き
ょ
う

争そ
う

を
し
た

結け
っ

果か

、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
と
、
成せ

い

功こ
う

し
た
人ひ

と

た

ち
は
「
自じ

分ぶ
ん

の
力ち

か
らで
成せ

い

功こ
う

し
た
」
と
思お

も
っ
て
、
己う

ぬ

惚ぼ

れ
の
気き

持も

ち
を
起お

こ
し
ま
す
。
成せ

い

功こ
う

し
損そ

こ

な
っ
た
人ひ

と

た
ち
は
、
表

ひ
ょ
う

面め
ん

は
お

と
な
し
く
し
て
お
り
ま
す
が
、
内な

い

心し
ん

は
成せ

い

功こ
う

し
た
人ひ

と

た
ち
を

羨う
ら
やみ
な
が
ら
、
反は

ん

抗こ
う

心し
ん

を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
世よ

の
中な

か

は
、
自う

ぬ

惚ぼ

れ
の
人ひ

と

た
ち
と
、
卑ひ

屈く
つ

の

人ひ
と

が
多お

お

く
な
り
ま
す
か
ら
、
不ふ

安あ
ん

定て
い

な
気き

持も

ち
の
悪わ

る

い
と
こ

ろ
と
な
り
ま
す
。[

１
，
ｐ
５
４]

「
袋

ふ
く
ろ

背せ

負お

い
の
心こ

こ
ろ」
に
目め

覚ざ

め
れ
ば
、
組そ

織し
き

上じ
ょ
うの
地ち

位い

と
真ま

こ
との

偉え
ら

さ
と
の
違ち

が

い
が
分わ

か
っ
て
く
る
。

　
こ
の
教お

し

え
か
ら
言い

い
ま
す
と
、
ヒ
ラ
社し

ゃ

員い
ん

は
ヒ
ラ
社し

ゃ

員い
ん

で
立り

っ

派ぱ

な
職

し
ょ
く

分ぶ
ん

で
す
か
ら
、
ヒ
ラ
社し

ゃ

員い
ん

の
「
ふ
く
ろ
し
よ
い
の
こ
こ

ろ
」で
や
れ
ば
い
い
の
で
し
て
、偉え

ら

い
か
偉え

ら

く
な
い
な
い
か
は「
ふ

く
ろ
し
よ
い
の
こ
こ
ろ
」
の
自じ

覚か
く

の
程て

い

度ど

と
、
そ
の
実じ

っ

行こ
う

の
程て

い

度ど

で
決き

ま
っ
て
く
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ヒ
ラ
社し

ゃ

員い
ん

だ
か
ら
偉え

ら

く
な
い
、
課か

長ち
ょ
うや
部ぶ

長ち
ょ
うだ
か
ら
偉え

ら

い
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
課か

長ち
ょ
うや
部ぶ

長ち
ょ
うは
な
お
さ
ら
「
ふ
く

ろ
し
よ
い
の
こ
こ
ろ
」
を
忘わ

す

れ
て
は
な
ら
ず
、
社し

ゃ

長ち
ょ
うで
あ
れ
ば
、

い
っ
そ
う
こ
れ
を
徹て

っ

底て
い

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

[

１
，
ｐ
５
４]

　

阿あ

部べ

氏し

は
、
こ
の
「
袋

ふ
く
ろ

背せ

負お

い
の
心こ

こ
ろ
」
こ
そ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の

心こ
こ
ろ、
す
な
わ
ち
「
大や

ま

和と

魂だ
ま
し
い」
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
二に

の

宮み
や

尊そ
ん

徳と
く

、
吉よ

し

田だ

松し
ょ
う

陰い
ん

、
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

、
乃の

木ぎ

希ま
れ

典す
け

な
ど
、
わ
が
国く

に

で

尊そ
ん

敬け
い

さ
れ
て
き
た
人ひ

と

々び
と

は
、
み
な
こ
の
「
袋

ふ
く
ろ

背せ

負お

い
の
心こ

こ
ろ」
を

持も

っ
て
い
た
、
と
言い

う
。

　

た
と
え
ば
、
乃の

木ぎ

大た
い

将し
ょ
うは
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

で
大た

い

功こ
う

が
あ
っ
た
が
、

部ぶ

下か

の
多お

お

く
を
亡な

く
し
た
事こ

と

か
ら
、
そ
の
後ご

の
俸ほ

う

給き
ゅ
うの
大た

い

半は
ん

を

遺い

族ぞ
く

の
生せ

い

活か
つ

費ひ

や
傷

し
ょ
う

病び
ょ
う

兵へ
い

の
医い

療り
ょ
う

費ひ

に
充あ

て
、
ま
さ
に
人ひ

と

々び
と

の
苦く

を
自み

ず
か
ら
背せ

負お

っ
て
生い

き
た
。

　

二に
の

宮み
や

尊そ
ん

徳と
く

も
、
そ
の
一い

っ

生し
ょ
うを
ひ
た
す
ら
、
多お

お

く
の
農の

う

村そ
ん

の
復ふ

っ

興こ
う

に
捧さ

さ

げ
た
。
そ
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しは
、
た
だ
た
だ
農の

う

民み
ん

が
安あ

ん

定て
い

し
た
生な

り

業わ
い

が
で
き
る
よ
う
に
、
と
い
う
願ね

が

い
か
ら
出で

て
い
た
。
人ひ

と

の
た

め
、国く

に

の
た
め
に
生

し
ょ
う

涯が
い

を
捧さ

さ

げ
た
と
い
う
生い

き
方か

た

に
お
い
て
は
、

吉よ
し

田だ

松し
ょ
う

陰い
ん

も
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

も
同ど

う

様よ
う

で
あ
る
。

　

戦せ
ん

後ご

教き
ょ
う

育い
く

は
、
こ
れ
ら
の
人ひ

と

々び
と

の
偉え

ら

さ
を
教お

し

え
な
く
な
っ

た
が
、
そ
の
結け

っ

果か

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人じ

ん

物ぶ
つ

が
「
偉え

ら

い
」
の

　

外が
い

国こ
く

人じ
ん

も
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る
我わ

が
国く

に

の
「
思お

も

い
や
り
社し

ゃ

会か
い

」
の
理り

想そ
う

は

『
古こ

事じ

記き

』
に
説と

か
れ
て
い
た
。

か
が
分わ

か
ら
な
く
な
り
、
単た

ん

に
良よ

い
学が

く

歴れ
き

を
持も

っ
て
、
出

し
ゅ
っ

世せ

す
る
こ
と
だ
け
が
「
偉え

ら

い
」
と
誤ご

解か
い

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
人ひ

と

を
騙だ

ま

し
て
も
、
嫁よ

め

取と

り
競

き
ょ
う

争そ
う

に
勝か

て
ば
良よ

い
と
す
る

八や

十そ

神が
み

た
ち
を
育そ

だ

て
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

数す
う

千せ
ん

年ね
ん

前ま
え

の
太た

い

古こ

の
昔む

か
しか
ら
「
袋

ふ
く
ろ

背せ

負お

い
の
心こ

こ
ろ」こ
そ
貴と

う
とい
、

と
信し

ん

じ
た
我わ

れ

が
祖そ

先せ
ん

に
比く

ら

べ
れ
ば
、
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
心こ

こ
ろの
貧ま

ず

し

さ
は
明あ

き

ら
か
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

に
お
い
て
も
、
社し

ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

と
し
て
の
他た

者し
ゃ

へ
の
思お

も

い
や
り
や
深し

ん

切せ
つ

さ
は
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
も
群ぐ

ん

を
抜ぬ

い
て
い

る
事こ

と

は
、
日に

本ほ
ん

に
や
っ
て
き
た
多お

お

く
の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

が
語か

た
っ
て
い
る
。

ま
た
、
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

の
中な

か

で
も
、
思お

も

い
や
り
に
満み

ち
た
被ひ

災さ
い

者し
ゃ

た
ち
の
行こ

う

動ど
う

は
、
世せ

界か
い

を
驚お

ど
ろか
せ
た
。

　

そ
れ
は
、
学が

っ

校こ
う

教き
ょ
う

育い
く

こ
そ
歪ゆ

が

ん
で
し
ま
っ
た
け
れ
ど
も
、

家か

庭て
い

や
地ち

域い
き

で
の
子こ

育そ
だ

て
で
、
無む

意い

識し
き

・
無む

自じ

覚か
く

の
ま
ま
に

も
「
袋

ふ
く
ろ

背せ

負お

い
の
心こ

こ
ろ
」
を
伝つ

た

え
て
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。
ま
た

「
袋

ふ
く
ろ

背せ

負お

い
の
心こ

こ
ろ」
を
そ
の
ま
ま
に
示し

め

さ
れ
て
き
た
皇こ

う

室し
つ

の
影え

い

響き
ょ
うも
大お

お

き
い
。

　

そ
の
思お

も

い
や
り
の
心こ

こ
ろは
、
実じ

つ

は
太た

い

古こ

か
ら
の
神し

ん

話わ

が
伝つ

た

え
て

き
た
我わ

が
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
の
理り

想そ
う

で
あ
っ
た
こ
と
を
『
新し

ん

釈や
く

古こ

事じ

記き

（３） ２０１７年第４８�３１号 	 ９月	 ２日	（土曜日）

伝で
ん

』
は
明あ

き

ら
か
に
し
た
。
思お

も

い
や
り
社し

ゃ

会か
い

の
源げ

ん

泉せ
ん

は
、
実じ

つ

は

す
ぐ
足あ

し

元も
と

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
子こ

ど
も
た
ち
に
も

親し
た

し
め
る
物も

の

語が
た
りと
し
て
。

『
新し

ん

釈や
く

古こ

事じ

記き

伝で
ん

』
は
、
さ
ら
に
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

命み
こ
とが
成せ

い

長ち
ょ
うし
て
、

国こ
く

土ど

作づ
く

り
に
向む

か
っ
て
い
く
様さ

ま

、
素す

戔さ

嗚の
お

尊の
み
こ
とと
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

の

物も
の

語が
た
りな
ど
、
古こ

事じ

記き

の
名め

い

場ば

面め
ん

を
と
り
あ
げ
て
、
古こ

代だ
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
理り

想そ
う

と
し
た
所と

こ
ろを
説と

い
て
い
る
。

　

大お
と

人な

た
ち
が
こ
の
本ほ

ん

を
読よ

ん
で
、
家か

庭て
い

や
幼よ

う

稚ち

園え
ん

、
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

な
ど
で
子こ

供ど
も

た
ち
に
話は

な

し
て
聞き

か
せ
た
ら
、
我わ

が
国く

に

は

４
．
八や

上か
み

比ひ

賣め

の
断こ

と
わ

り

「
袋

ふ
く
ろ

背せ

負お

い
の
心こ

こ
ろ
」
を
持も

っ

た
子こ

ど
も
た
ち
で
充み

ち
満み

ち

て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
立り

っ

派ぱ

な
国く

に

を
目め

指ざ

し
た
い
も
の

で
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文
献
■

１
． 

阿あ

部べ

國く
に

治は
る

『
新し

ん

釈
し
ゃ
く

古こ

事じ

記き

伝で
ん　

全ぜ
ん

７
巻か

ん

』、
致ち

知ち

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
２
６

７
．「
袋ふ

く
ろ

背せ

負お

い
の
心こ

こ
ろ

」
こ
そ

         

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
理り

想そ
う

８
．
思お

も

い
や
り
社し

ゃ

会か
い

の
源げ

ん

泉せ
ん

５
．「
他た

人に
ん

の
苦く

労ろ
う

を

         

背せ

負お

い
込こ

む
こ
と
を

         

喜よ
ろ
こ

び
と
せ
よ
」

６
．「
偉え

ら

く
な
る
」
と
は

          

ど
う
い
う
事こ

と

か
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Novo lançamento de míssil da 
Coreia do Norte

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Comentário (29/08/2017)

No Comentário de hoje, 
ouvimos Hideshi Takesa-
da, professor convidado 
da faculdade de pós-gra-
duação da Universidade 
Takushoku, sobre o últi-
mo lançamento de míssil 
da Coreia do Norte.
“Os Estados Unidos rea-
giram de maneira severa à 
ameaça norte-coreana de 
lançar mísseis em direção 
ao território americano de 
Guam. Creio que a Co-
reia do Norte levou isso 
em consideração e evitou 
provocar excessivamente 
os Estados Unidos. Em 
vez disso, Pyongyang 
decidiu ameaçar o Japão 
lançando um míssil que 
sobrevoou a ilha japonesa 
de Hokkaido.
Por trás da postura agres-
siva da Coreia do Norte, 

está a crescente confi ança 
em sua tecnologia militar. 
O míssil se manteve fora 
da região central da ilha 
de Hokkaido e passou 
próximo à ponta de Cabo 
Erimo antes de cair em 
águas a 1.180 quilôme-
tros de distância do local. 
Acho que a trajetória do 
voo foi exatamente a pla-
nejada.
O Japão não tem outra op-
ção senão ver a Coreia do 
Norte com maior serieda-
de que os Estados Uni-
dos . Isto porque tem de 
lidar com a questão dos 
sequestros de cidadãos ja-
poneses por Pyongyang, 
além de seus programas 
de desenvolvimento nu-
clear e de mísseis. Na úl-
tima semana, o secretário 
da Defesa, Jim Mattis, 

e o secretário de Estado 
americano, Rex Tillerson, 
deixaram claro que, ao 
mesmo tempo que aumen-
tam as sanções, vão buscar 
uma solução diplomática.
Diferentemente dos EUA, 
o Japão não tem uma op-
ção militar. As únicas me-
didas que restam a Tóquio 
para responder a Pyon-
gyang são o aumento das 
sanções econômicas e o 
fortalecimento da aliança 
com Washington. Cons-
ciente de tais circunstân-
cias, a Coreia do Norte 
emitiu uma mensagem 
contundente de que seguir 
os Estados Unidos não 
serve os interesses japone-
ses.
Dentre a liderança nor-
te-coreana, autoridades 
que contribuíram para o 

desenvolvimento de mís-
seis estão ganhando in-
fl uência. O comandante 
encarregado do programa 
de mísseis da Coreia do 
Norte, Kim Rak Gyom, 
por exemplo, foi promo-
vido ao posto de general. 
Já Chang Chang Ha, pre-
sidente da Academia de 
Defesa Nacional, foi elo-
giado por seus contínuos 
esforços no desenvolvi-
mento de mísseis. Mas 
principalmente Kim Jong 
Un, líder norte-coreano, 
teve seu poder fortalecido 
graças aos lançamentos 
de mísseis bem-sucedi-
dos. Por tais razões, creio 
que o desenvolvimento e 
lançamentos de mísseis 
por Pyongyang devem se 
acelerar ainda mais.”

Japão e Estados Unidos preparam proposição de 
embargo de petróleo para a Coreia do Norte

Coreia do Norte (30/08/2017)

O  Japão e os Estados 
Unidos tencionam propor 
sanções adicionais mais 
severas contra a Coreia 
do Norte, possivelmente 
incluindo uma proibição 
de exportações de petróleo 
para aquele país.
O Conselho de Segurança 
da ONU aprovou na ter-
ça-feira, por unanimidade, 
uma declaração presiden-
cial condenando seria-
mente a Coreia do Norte 
por teste de lançamento 
de um míssil balístico que 
passou pelo espaço aéreo 
japonês e cujo destino 

fi nal foi a região oci-
dental do Pacífi co. O 
conselho exigiu uma 
suspensão imediata de 
tais ações provocativas.
O embaixador do Japão 
na ONU, Koro Bessho, 
pediu por sanções adi-
cionais contra a Coreia 
do Norte. Quando re-
pórteres perguntaram 
sobre a possibilidade de 
um embargo de expor-
tação de petróleo para 
aquele país, Bessho su-
geriu que esta seria uma 
opção.
Fontes diplomáticas do 

Brasil quer melhorar imagem no 
Japão através de maior intercâmbio

Comentário (30/08/2017)

Dois mil e dezoito assi-
nala 110 anos desde que os 
primeiros imigrantes japo-
neses chegaram ao Brasil. 
O país tem hoje a maior 
comunidade de pessoas 
com ascendência japone-
sa do mundo. No entanto, 
o Japão é somente o sexto 
colocado entre países que 
importam do Brasil, cor-
respondendo a não mais 
do que 2,5% do total das 
exportações brasileiras. 
O Brasil está insatisfeito 
com o atual intercâmbio 
econômico com o Japão.
Decidido a mudar a situa-
ção, o governo brasileiro 
passou a realizar eventos 
no Japão com o objetivo 
de melhorar a imagem do 
Brasil e estreitar os laços 
econômicos. Neste Co-
mentário, o embaixador 
do Brasil no Japão, André 
Corrêa do Lago, fala sobre 
os objetivos dos eventos e 
resultados obtidos.
“A relação entre Brasil 
e Japão já é muito boa e 
ela tem, além de várias 
dimensões políticas e eco-
nômicas, uma dimensão 
humana muito importante. 
Mas a verdade é que, no 
Japão, não há uma visão 
de um Brasil contemporâ-
neo. Há uma visão de um 
país muito do passado, um 
país dos anos 70, sobretu-

do.
A música já é conhecidís-
sima no Japão. A Bossa 
Nova já é superpopular no 
Japão. Mas a gente pode 
ir além da Bossa Nova.
A nossa ideia é expandir 
a imagem que o japonês 
pode ter do Brasil, que 
em geral é uma imagem 
boa, mas todos nós sabe-
mos que o Brasil está em 
crise econômica, tem uma 
longa crise política, todo 
esse período muito difícil. 
Eu acho muito importante 
lembrar que o Brasil é um 
país extraordinário, um 
país com uma cultura ex-
traordinária, um país com 
muito a dar.
Eu acho que a diversifi ca-
ção da imagem do Brasil 
é uma coisa que pode ter 
um impacto muito positi-
vo para a entrada de pro-
dutos acabados brasilei-
ros no Japão.”
— Que tipos de eventos 
estão sendo realizados?
“As áreas nas quais es-
tamos trabalhando são 
áreas que são menos co-
nhecidas do público ja-
ponês. Então, nós temos 
trabalhado muito na parte 
de arquitetura, na parte de 
design, de arte contempo-
rânea, na parte, eviden-
temente, de culinária — 
que inclui tanto bebidas 

quanto a comida em si.
A gente fez a grande ex-
posição de arquitetura do 
Niemeyer, que também 
foi montada pela grande 
arquiteta japonesa que 
é a Kazuyo Sejima. E a 
culinária: nós tivemos 
duas vezes aqui no Japão 
o nosso Alex Atala, in-
clusive trabalhando com 
Narisawa. E isto tem fun-
cionado muito bem. As 
pessoas têm reagido muito 
bem porque a gente quer 
se associar à qualidade. 
É muito importante que 
o produto brasileiro não 
seja visto apenas como 
simpático. Ele tem que ter 
a qualidade. O Japão está 
crescendo muito no seu 
consumo de espumantes. 
Então eu propus ao em-
baixador da Argentina e ao 
embaixador do Chile que 
a gente faça uma prova às 
cegas dos espumantes dos 
nossos países. Então, nós 
vamos ter esta prova às 
cegas, eu acho vai ser uma 
coisa muito simpática, 
com vários especialistas 
japoneses.
O Brasil tem um imenso 
obstáculo, que é a distân-
cia. Então, nós precisamos 
trazer o Brasil para cá e 
trazer estes aspectos do 
Brasil para estarem mais 
presentes junto ao japo-
nês.”

Japão afi rmam que o país 
e os Estados Unidos vão 
negociar com outros pa-
íses uma nova resolução 
cobrindo sanções destina-
da a aumentar a pressão 
sobre a Coreia do Norte.
Os Estados Unidos pedi-
ram um embargo de ex-
portação para Pyongyang 
de petróleo. Contudo, a 
China se manifestou for-
temente contra, citando 
o sério impacto que isto 
causaria à vida do povo na 
Coreia do Norte.

I n f o r m a ç ã o  c o m 
c r e d i b i l i d a d e . 
Po l í t i c a ,  c u l t u r a , 
e n t r e t e n i m e n t o , 
e s p o r t e ,  l a z e r , 
not i c i á r io da NHK 
e a ma i s comple t a 
cobertura dos eventos 
da comunidade nipo-
brasileira.

Assine o Jornal Nippak, 
o mais completo jornal da 
comunidade nikkei

Ligue e garanta sua 
assinatura
: (11) 3340-6060

Conhe ç a  t ambém o 
nosso Portal. Acesse: 
www.portalnikkei.com.br
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警け
い

楽が
く

団だ
ん

に
よ
る
演え

ん

奏そ
う

で
華は

な

々ば
な

し
く
開か

い

幕ま
く

し
た
。
開か

い

会か
い

の
挨あ

い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
川か

わ

崎さ
き

エ
レ
ナ
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
う

は
、「
準

じ
ゅ
ん

備び

は
大た

い

変へ
ん

で

し
た
が
、
６
０
年ね

ん

前ま
え

に
創そ

う

立り
つ

し
た
方か

た

々が
た

の
苦く

労ろ
う

を
励は

げ

み
に

最さ
い

後ご

ま
で
や
り
通と

お

す
こ
と
が

で
き
た
」
と
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
へ
の

感か
ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
、
楽が

く

団だ
ん

の
演え

ん

奏そ
う

に
よ
る
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
っ

歌か

斉せ
い

唱し
ょ
う、

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

へ
の
黙も

く

祷と
う

が
捧さ

さ

げ
ら

れ
た
。

　

原は
ら

会か
い

長ち
ょ
うは
「
今き

ょ
う日
の
式し

き

典て
ん

に
は
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

制せ
い

度ど

を
利り

用よ
う

し
静し

ず

岡お
か

で
学ま

な

ん
だ
方か

た

々が
た

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
て
い
る
。
彼か

れ

ら
は
日に

本ほ
ん

の

価か

値ち

観か
ん

、
倫り

ん

理り

観か
ん

を
身み

に
つ

け
、
現げ

ん

在ざ
い

ブ
ラ
ジ
ル
の
社し

ゃ

会か
い

で
活か

つ

躍や
く

し
て
い
る
」
と
廃は

い

止し

と

な
っ
た
同ど

う

制せ
い

度ど

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

に

触ふ

れ
、「
静し

ず

岡お
か

で
学ま

な

ぶ
若わ

か

者も
の

が

増ふ

え
る
こ
と
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
お

い
て
も
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
価か

値ち

観か
ん

が

末す
え

永な
が

く
守ま

も

り
続つ

づ

け
ら
れ
ま
す
」

と
し
、
川か

わ

勝か
つ

知ち

事じ

ら
に
制せ

い

度ど

の
再さ

い

開か
い

を
求も

と

め
た
。

　

山や
ま

本も
と

茂し
げ
る

県げ
ん

人じ
ん

会か
い

副ふ
く

評ひ
ょ
う

議ぎ

議ぎ

長ち
ょ
うは
「
今き

ょ
う日
を
迎む

か

え
る
こ

と
が
で
き
て
感か

ん

激げ
き

。
こ
の
立り

っ

派ぱ

な
会か

い

館か
ん

は
県け

ん

か
ら
相そ

う

当と
う

な

援え
ん

助じ
ょ

を
得え

て
建た

て
た
も
の
。
レ

ン
ガ
の
一ひ

とつ
一ひ

とつ
に
県け

ん

と
会か

い

員い
ん

の

心こ
こ
ろが
こ
も
っ
て
い
る
。
今こ

ん

後ご

も

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
発は

っ

展て
ん

を
続つ

づ

け
る
こ

と
を
祈い

の

り
ま
す
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し
、

会か
い

場じ
ょ
うか
ら
は
大お

お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

が

起お

き
た
。

　

川か
わ

勝か
つ

知ち

事じ

は
「
静し

ず

岡お
か

県け
ん

に

い
る
２
万ま

ん

５
千せ

ん

人に
ん

の
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

と
３
７
０
万ま

ん

人に
ん

の
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
て
心こ

こ
ろ

か
ら
お

祝い
わ

い
し
ま
す
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し
、「
こ

 「
今い

ま

ま
で
で
一い

ち

番ば
ん

盛せ
い

大だ
い

な
会か

い

」

静し
ず

岡お
か

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

か
ら
も
祝し

ゅ
く

辞じ

れ
ま
で
苦く

労ろ
う

な
さ
っ
た
（
同ど

う

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
）
平ひ

ら

野の

運う
ん

平ぺ
い

を
初は

じ

は
じ
め
と
す
る
全す

べ

て
の
先せ

ん

人じ
ん

に
心こ

こ
ろ

か
ら
お
祈い

の

り
し
た
」
と

話は
な

し
た
と
こ
ろ
で
感か

ん

極き
わ

ま
り
、

声こ
え

を
震ふ

る

わ
せ
た
。
原は

ら

会か
い

長ち
ょ
うか

ら
要よ

う

望ぼ
う

の
あ
っ
た
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

制せ
い

度ど

に
つ
い
て
は
「
静し

ず

岡お
か

県け
ん

は

若わ
か

い
子し

弟て
い

を
心こ

こ
ろ

か
ら
歓か

ん

迎げ
い

す

る
。
技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

の
受う

け

入い

れ

枠わ
く

を
拡か

く

大だ
い

し
て
会か

い

長ち
ょ
うの
期き

待た
い

に
応こ

た

え
た
い
」
と
話は

な

し
た
。

　

杉す
ぎ

山や
ま

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うは
「
ブ

ラ
ジ
ル
と
日に

本ほ
ん

の
双そ

う

方ほ
う

を
知し

る
皆み

な

様さ
ま

は
両

り
ょ
う

国こ
く

関か
ん

係け
い

の
一い

っ

層そ
う

の

ま
し
た
。
慰い

霊れ
い

碑ひ

は
満ま

ん

開か
い

の

イ
ッ
ぺ
ー
、
桜さ

く
ら

、
そ
し
て
静し

ず

岡お
か

県け
ん

花か

の
ツ
ツ
ジ
に
囲か

こ

ま
れ

て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

苦く

労ろ
う

し
て
こ
ら
れ
た
平ひ

ら

野の

運う
ん

平ぺ
い

（
同ど

う

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

）
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
先せ

ん

人じ
ん

に
心こ

こ
ろ

か
ら
お

祈い
の

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

さ
て
、
昨さ

く

年ね
ん

は
ブ
ラ
ジ
ル

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開か

い

催さ
い

さ

れ
、
静し

ず

岡お
か

出し
ゅ
っ

身し
ん

選せ
ん

手し
ゅ

た
ち

が
メ
ダ
ル
を
取と

り
ま
し
た
。

「
若わ

か

い
世せ

代だ
い

を
通と

お

し
て
よ
り
深ふ

か

い
交こ

う

流り
ゅ
う

を
」

え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
、
静し

ず

岡お
か

県け
ん

に
い
る
２
万ま

ん

５
千せ

ん

人に
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

と
３
７
０
万ま

ん

人に
ん

の
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

を
代だ

い

表ひ
ょ
う

し
て
心こ

こ
ろ

か
ら
お

祝い
わ

い
を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。
本ほ

ん

当と
う

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
素す

晴ば

ら
し
い
式し

き

典て
ん

へ

多お
お

く
の
来ら

い

賓ひ
ん

に
ご
臨り

ん

席せ
き

い
た

だ
い
て
、
共と

も

に
お
祝い

わ

い
で
き

る
こ
と
を
誠ま

こ
と

に
う
れ
し
く
思お

も

い
ま
す
。

　

静し
ず

岡お
か

県け
ん

民み
ん

が
笠か

さ

戸と

丸ま
る

で
ブ
ラ
ジ
ル
に
着つ

い
た
の
は

１
９
０
８
年ね

ん

の
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
以い

後ご

、
様さ

ま

々ざ
ま

な
労ろ

う

苦く

を
汗あ

せ

に
流な

が

し
、
後こ

う

輩は
い

の
た

め
に
、
自み

ず
か

ら
の
子し

孫そ
ん

の
た
め

に
、
母ぼ

国こ
く

の
誇ほ

こ

り
の
た
め
に

一い
っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

ブ
ラ
ジ
ル
の
国く

に

づ

く
り
に
尽つ

く
し
て
こ
ら
れ
た

同ど
う

胞ほ
う

に
心こ

こ
ろ

か
ら
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ

す

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

式し
き

典て
ん

の
前ま

え

に
イ
ビ
ラ
プ
エ

ラ
公こ

う

園え
ん

の
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

碑ひ

に
参さ

ん

拝ぱ
い

す
る
こ
と
が
で
き

　

本ほ
ん

日じ
つ

ブ
ラ
ジ
ル
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

６
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

を
こ
こ
に
迎む

か

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

し
、
大お

お

い
に
信し

ん

頼ら
い

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
来ら

い

伯は
く

の
来ら

い

賓ひ
ん

の
方か

た

々が
た

に

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

制せ
い

度ど

の
再さ

い

開か
い

を
お

願ね
が

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。
静し

ず

岡お
か

で
学ま

な

ぶ
若わ

か

者も
の

が
増ふ

え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い

て
も
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
価か

値ち

観か
ん

が
末す

え

永な
が

く
守ま

も

り
続つ

づ

け
ら
れ
、
将

し
ょ
う

来ら
い

、

大お
お

き
な
実み

を
結む

す

ぶ
で
し
ょ
う
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

に
は
４
７
都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

が
集つ

ど

い
、
毎ま

い

年と
し

サ
ン
パ

ウ
ロ
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
は
約や

く

１
６
万ま

ん

が
来ら

い

場じ
ょ
うし

重じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

が
高た

か

ま
っ
て
い
ま
す
。

若わ
か

者も
の

た
ち
は
制せ

い

度ど

を
利り

用よ
う

し
て

母ぼ

県け
ん

に
訪お

と
ず

れ
、
静し

ず

岡お
か

の
文ぶ

ん

化か

や

習し
ゅ
う

慣か
ん

に
よ
り
親し

ん

密み
つ

に
な
り
、学ま

な

ぶ
意い

欲よ
く

を
身み

に
付つ

け
ま
し
た
。

当と
う

時じ

の
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

が
本ほ

ん

日じ
つ

の
式し

き

典て
ん

に
も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
て
い
ま

す
。
中な

か

に
は
現げ

ん

在ざ
い

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
役や

く

員い
ん

に
な
って
い
る
人ひ

と

も
い
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

で
研け

ん

修し
ゅ
うや
留

り
ゅ
う

学が
く

の
機き

会か
い

を
与あ

た

え
ら
れ
た
方か

た

々が
た

の
多お

お

く
は
日に

本ほ
ん

の
価か

値ち

観か
ん

、
倫り

ん

理り

観か
ん

が
身み

に
つ
き
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
社し

ゃ

会か
い

で
も
活か

つ

躍や
く

し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
発は

っ

　

静し
ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
創そ

う

立り
つ

６
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

に
あ
た
り
、
川か

わ

勝か
つ

平へ
い

太た

知ち

事じ

、
杉す

ぎ

山や
ま

盛も
り

雄お

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うを
始は

じ

め
と
す
る
多お

お

く
の
来ら

い

賓ひ
ん

の
方か

た

に
参さ

ん

加か

い
た
だ

き
、
心こ

こ
ろ

か
ら
感か

ん

謝し
ゃ

い
た
し
ま

す
。
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
６
０
年ね

ん

に
わ
た
っ
て
母ぼ

県け
ん

と
交こ

う

流り
ゅ
う

を
深ふ

か

め
、
友ゆ

う

好こ
う

な
関か

ん

係け
い

を
維い

持じ

し
て
き
ま
し
た
。

　

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
現げ

ん

在ざ
い

、
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

の
段だ

ん

階か
い

に
あ
り
、
静し

ず

岡お
か

県け
ん

移い

民み
ん

の
子し

孫そ
ん

で
あ
る
若わ

か

い

世せ

代だ
い

を
様さ

ま

々ざ
ま

な
行

ぎ
ょ
う

事じ

を
通と

お

し

て
育い

く

成せ
い

し
て
い
ま
す
。
近ち

か

い

将し
ょ
う

来ら
い

、
彼か

れ

ら
が
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

リ
ー
ダ
と
し
て
活か

つ

躍や
く

し
、
ブ

ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
貢こ

う

献け
ん

し
て
い

く
こ
と
を
願ね

が

い
ま
す
。

　

昨さ
っ

今こ
ん

は
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

再さ
い

開か
い

の

増ぞ
う

進し
ん

に
大た

い

変へ
ん

重じ
ゅ
う

要よ
う

な
存そ

ん

在ざ
い

」

と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
外が

い

務む

省し
ょ
うの
ペ
ド

ロ
・
ヤ
ク
ビ
ア
ン
氏し

、
関せ

き

口ぐ
ち

ひ

と
み
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

代だ
い

理り

、
西に

し

本も
と

エ
リ
オ
聖せ

い

州し
ゅ
う

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う

代だ
い

理り

、
野の

村む
ら

ア
ウ
レ
リ
オ
聖せ

い

市し

市し

長ち
ょ
う

代だ
い

理り

、
呉ご

屋や

春は
る

美み

文ぶ
ん

協き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
う、
谷た

に

口ぐ
ち

ジ
ョ
ゼ
県け

ん

連れ
ん

会か
い

長ち
ょ
う

代だ
い

理り

が
、
祝い

わ

い
の
言こ

と

葉ば

を
添そ

え
た
。

　

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

・
技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

代だ
い

表ひ
ょ
うと
し
て
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

静
しず

岡
おか

県
けん

人
じん

会
かい

60周
しゅう

年
ねん

盛
せい

大
だい

に祝
いわ

う
　ブラジル静

しず

岡
おか

県
けん

人
じん

会
かい

（原
はら

永
なが

門
と

会
かい

長
ちょう

）創
そう

立
りつ

60 周
しゅう

年
ねん

式
しき

典
てん

が８月
がつ

27 日
にち

午
ご

前
ぜん

11 時
じ

、同
どう

会
かい

館
かん

で開
かい

催
さい

された。母
ぼ

県
けん

からは川
かわ

勝
かつ

平
へい

太
た

県
けん

知
ち

事
じ

、杉
すぎ

山
やま

盛
もり

雄
お

県
けん

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

長
ちょう

らが出
しゅっ

席
せき

。集
あつ

まっ
た250人

にん

を超
こ

える県
けん

人
じん

会
かい

関
かん

係
けい

者
しゃ

と共
とも

に節
ふし

目
め

を祝
いわ

った。来
らい

賓
ひん

らは祝
しゅく

辞
じ

のなかで先
せん

人
じん

たち
の功

こう

績
せき

に触
ふ

れ、その苦
く

労
ろう

を偲
しの

んだ。式
しき

典
てん

後
ご

には祝
しゅく

賀
が

会
かい

、歌
うた

や踊
おど

りが披
ひ

露
ろう

され祝
しゅく

福
ふく

ムード
に華

はな

を添
そ

えた。

「
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

再さ
い

開か
い

の
重じ

ゅ
う

要よ
う

性せ
い

」

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
飯い

い

塚づ
か

翔し
ょ
う

太た

選せ
ん

手し
ゅ

、
卓た

っ

球き
ゅ
う

水み
ず

谷た
に

隼し
ゅ
ん

選せ
ん

手し
ゅ

、
伊い

藤と
う

美み

誠ま

選せ
ん

手し
ゅ

、
さ
ら

に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活か

つ

躍や
く

し
た
陸り

く

上じ
ょ
う

競き
ょ
う

技ぎ

の
山や

ま

本も
と

篤あ
つ
し

選せ
ん

手し
ゅ

も
静し

ず

岡お
か

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

で
す
。

　

彼か
れ

ら
は
静し

ず

岡お
か

の
力ち

か
ら

を
見み

せ

よ
う
と
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

頑が
ん

張ば

っ

て
我わ

れ

々わ
れ

に
感か

ん

動ど
う

と
励は

げ

ま
し

を
与あ

た

え
て
く
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年ね

ん

に
は
東と

う

京き
ょ
う

オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
ま
す
が
、
自じ

転て
ん

　

静し
ず

岡お
か

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

が
撮さ

つ

影え
い

し
た

富ふ

士じ

山さ
ん

写じ
ゃ

真し
ん

が
提て

い

携け
い

紙し

で
あ

る
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

か
ら
パ
ネ
ル

と
し
て
提て

い

供き
ょ
う
さ
れ
、
会か

い

場じ
ょ
うに

２
３
枚ま

い

が
展て

ん

示じ

さ
れ
た
。
静し

ず

　
優ゆ

う

良り
ょ
う

海か
い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

知ち

事じ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

　
　
奈な

良ら

橋は
し

洋よ
う

五ご

郎ろ
う

　
　
平ひ

ら

野の

パ
ウ
ロ

　
　
青あ

お

木き

浜は
ま

中な
か

マ
リ
エ

　
　
荻お

ぎ

原わ
ら

晴は
る

美み

　
　
杉す

ぎ

本も
と

教の
り

雄お

　
在ざ

い

外が
い

県け
ん

人じ
ん

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

　
　
赤あ

か

堀ほ
り

福ふ
く

夫お 

（88）

　
　
滝た

き

浪な
み

勤つ
と
む 

（88）

　
　
滝た

き

浪な
み

平ひ
ら

野の

ユ
リ
子こ 

（88）

　
　
川か

わ

崎さ
き

年と
し

男お 

（77）

　
　
山や

ま

崎ざ
き

久く

仁に

子こ

エ
レ
ー
ナ 

（77）

　
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

に
よ
る

　
会か

い

員い
ん

へ
の
表ひ

ょ
う

彰し
ょ
う

　
　
鈴す

ず

木き

幸ゆ
き

男お

、
山や

ま

本も
と

茂し
げ
る

　
　
鈴す

ず

木き

幸さ
ち

子こ

、
フ
ケ
カ
ズ
ノ
リ

　
　
カ
ワ
イ
ミ
ユ
キ
、
佐さ

野の

克か
つ

行ゆ
き

　
　
本ほ

ん

田だ

容よ
う

子こ

、
杉す

ぎ

山や
ま

久ひ
さ

司し

　
　
石い

し

切き
り

山や
ま

加か

代よ

子こ

、
後ご

藤と
う

宗む
ね

治は
る

岡お
か

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

・
静し

ず

岡お
か

放ほ
う

送そ
う

の
大お

お

石い
し

剛ご
う

社し
ゃ

長ち
ょ
うか
ら
の
祝

し
ゅ
く

電で
ん

も
読よ

み
上あ

げ
ら
れ
、「
掛か

け

川が
わ

市し

に
は

イ
ッ
ペ
ー
の
木き

が
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

さ
れ
て

お
り
、
黄き

色い
ろ

い
花は

な

が
見み

ご
ろ

を
迎む

か

え
た
。
可か

憐れ
ん

に
咲さ

き
誇ほ

こ

る
姿す

が
た

を
見み

た
人ひ

と

々び
と

は
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
苦く

労ろ
う

に
思お

も

い
を
馳は

せ
た
で

し
ょ
う
」
と
、
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ

ル
の
繋つ

な

が
り
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

聖せ
い

市し

議ぎ

会か
い

か
ら
川か

わ

勝か
つ

知ち

事じ

、
杉す

ぎ

山や
ま

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うへ
、

静し
ず

岡お
か

県け
ん

か
ら
の
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

と
優ゆ

う

良り
ょ
う

海か
い

外が
い

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

へ
の
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うそ

れ
ぞ
れ
が
行お

こ

な
わ
れ
た
。
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
会か

い

員い
ん

を
表

ひ
ょ
う

彰
し
ょ
う

し
、
川か

わ

勝か
つ

知ち

事じ

、
杉す

ぎ

山や
ま

県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う、
日に

っ

系け
い

３
団だ

ん

体た
い

へ
記き

念ね
ん

品ひ
ん

な
ど
を
贈ぞ

う

呈て
い

し
た
。

　

式し
き

典て
ん

後ご

に
は
盛せ

い

大だ
い

な
祝

し
ゅ
く

賀が

会か
い

が
行お

こ

な
わ
れ
、
乾か

ん

杯ぱ
い

に
続つ

づ

く
ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
で
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

。

ス
テ
ー
ジ
で
は
太た

い

鼓こ

演え
ん

奏そ
う

、

サ
ン
バ
、
カ
ポ
エ
イ
ラ
シ
ョ
ー

ま
す
。
そ
の
う
ち
か
な
り
の

方か
た

々が
た

が
非ひ

日に
っ

系け
い

で
す
。
日に

本ほ
ん

の
商

し
ょ
う

品ひ
ん

や
文ぶ

ん

化か

が
高た

か

い
評

ひ
ょ
う

価か

を
受う

け
て
い
る
こ
と
、
こ
の

国く
に

で
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

が
根ね

付づ

い

て
い
る
こ
と
の
証あ

か
し
で
す
。

　

最さ
い

後ご

に
な
り
ま
す
が
、
当と

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
運う

ん

営え
い

に
専せ

ん

念ね
ん

さ
れ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
歴れ

き

代だ
い

の
役や

く

員い
ん

の
皆み

な

様さ
ま

方が
た

に
熱あ

つ

く
御お

礼れ
い

申も
う

し
上あ

げ

ま
す
。
並な

ら

び
に
会か

い

員い
ん

の
皆み

な

様さ
ま

に

は
平へ

い

素そ

よ
り
ご
協

き
ょ
う

力り
ょ
くい
た
だ
き

感か
ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。
準

じ
ゅ
ん

備び

し

て
く
だ
さ
っ
た
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

の
皆み

な

様さ
ま

に
も
感か

ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

の
他ほ

か

、
初は

つ

披ひ

露ろ
う

と
な
っ
た
「
ブ

ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

人じ
ん

賛さ
ん

歌か

」
が
会か

い

場じ
ょ
うを
盛も

り
立た

て
た
。

　

会か
い

活か
つ

動ど
う

に
２
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

関か
か

わ
っ
て
き
た
平ひ

ら

野の

パ
ウ
ロ
さ
ん

（
７
５
、２
世せ

い

）
は
、「
た
く

さ
ん
の
人ひ

と

が
集あ

つ

ま
っ
て
、
今い

ま

ま
で
で
一い

ち

番ば
ん

盛せ
い

大だ
い

な
会か

い

に
な
っ

た
」
と
笑え

顔が
お

を
見み

せ
、「
７
０

年ね
ん

、
８
０
年ね

ん

と
続つ

づ

け
る
た
め

に
も
っ
と
若わ

か

い
人ひ

と

が
た
く
さ

ん
集あ

つ

ま
る
よ
う
な
県け

ん

人じ
ん

会か
い

に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
将

し
ょ
う

来ら
い

に

向む

け
て
の
希き

望ぼ
う

を
述の

べ
た
。

　

静し
ず

岡お
か

県け
ん

で
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

シ
ョ
ッ
プ
を
経け

い

営え
い

す
る
池い

け

ノ
上う

え

ネ
ル
ソ
ン
さ
ん
（
６
５
、
二に

世せ
い

）
は
こ
の
日ひ

の
式し

き

典て
ん

の
た

め
に
駆か

け
つ
け
た
。「
自じ

分ぶ
ん

が

日に

本ほ
ん

で
頑が

ん

張ば

れ
る
の
も
先せ

ん

輩ぱ
い

方が
た

が
ブ
ラ
ジ
ル
で
信し

ん

頼ら
い

を
得え

て
、
生せ

い

活か
つ

の
基き

礎そ

を
築き

ず

い
た

か
ら
。
改あ

ら
た

め
て
感か

ん

謝し
ゃ

の
気き

持も

ち
が
こ
み
上あ

げ
て
き
た
」
と

感か
ん

慨が
い

深ぶ
か

げ
に
話は

な

し
た
。

川
かわ

勝
かつ

知
ち

事
じ

から原
はら

会
かい

長
ちょう

へ記
き

念
ねん

品
ひん

贈
ぞう

呈
てい

御お
ん

年と
し

９
０
歳さ
い

の
山や
ま

本も
と

さ
ん

「
乾か
ん

杯ぱ
い
！
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
！
サ
ウ
ー
ヂ
！
」

静
しず

岡
おか

県
けん

知
ち

事
じ

川
かわ

勝
かつ

 平
へい

太
た

車し
ゃ

競き
ょ
う

技ぎ

は
静し

ず

岡お
か

県け
ん

で
行お

こ
な

わ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
も
皆み

な

様さ
ま

の
同ど

う

胞ほ
う

が
活か

つ

躍や
く

を
見み

せ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

原は
ら

会か
い

長ち
ょ
う

が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
若わ

か

い
人ひ

と

に
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
継け

い

承し
ょ
う

さ
れ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
静し

ず

岡お
か

県け
ん

は
若わ

か

い

ご
子し

弟て
い

を
心こ

こ
ろ

か
ら
歓か

ん

迎げ
い

し
ま

す
。
現げ

ん

在ざ
い

、
技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

と

し
て
受う

け
入い

れ
て
い
ま
す

が
、
出で

来き

れ
ば
受う

け
入い

れ
枠わ

く

を
拡か

く

大だ
い

し
て
会か

い

長ち
ょ
う

の
期き

待た
い

に
応こ

た

え
た
い
と
存ぞ

ん

じ
ま
す
。

　

若わ
か

い
世せ

代だ
い

を
県け

ん

に
送お

く

っ
て

い
た
だ
き
、
静し

ず

岡お
か

県け
ん

と
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
絆き

ず
な

を
深ふ

か

め
る
こ
と
を
通と

お

し
て
、
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
の

友ゆ
う

好こ
う

と
愛あ

い

情じ
ょ
う

を
築き

ず

き
、
先せ

ん

人じ
ん

の
ご
苦く

労ろ
う

に
報む

く

い
た
い
と
存ぞ

ん

じ
ま
す
。

　

本ほ
ん

日じ
つ

は
本ほ

ん

当と
う

に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
改あ

ら
た

め
て

３
７
０
万ま

ん

人に
ん

を
代だ

い

表ひ
ょ
う

し
て
、

心こ
こ
ろ

か
ら
か
ら
敬け

い

意い

と
と
も
に

御お

礼れ
い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

ブラジル静
しず

岡
おか

県
けん

人
じん

会
かい

会
かい

長
ちょう

原
はら

 永
なが

門
と

　

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

ゆ
か
り
の
人ひ

と

々び
と

が
会か

い

館か
ん

に
三さ

ん
さ
ん
ご
ご

々
五
々
集あ

つ

ま
り
、

式し
き

典て
ん

開か
い

始し

３
０
分ぷ

ん

前ま
え

に
は
満ま

ん

席せ
き

と
な
っ
た
。
追つ

い

加か

の
椅い

子す

が

用よ
う

意い

さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も

立た

ち
見み

の
人ひ

と

が
出で

て
、
過か

去こ

最さ
い

高こ
う

の
２
５
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うが
集あ

つ

ま
っ
た
。

　

式し
き

典て
ん

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

軍ぐ
ん原

はらかいちょうあいさつ

会長挨拶の様
よう

子
す

。会
かい

場
じょう

は超
ちょう

満
まん

員
いん

べ
た
栢か

や

野の

エ
ル
ザ
さ
ん
は
３
２

年ね
ん

前ま
え

に
浜は

ま

松ま
つ

で
１
年ね

ん

間か
ん

研け
ん

修
し
ゅ
う

を
受う

け
た
。「
日に

本ほ
ん

の
四し

季き

の

美う
つ
く
し
さ
は
言こ

と

葉ば

で
は
言い

い
尽つ

く
せ
な
い
。
自じ

分ぶ
ん

の
祖そ

父ふ

母ぼ

が
生い

き
た
場ば

所し
ょ

を
知し

る
こ
と

が
で
き
た
」と
の
体た

い

験け
ん

に
触ふ

れ
、

「
こ
う
い
っ
た
制せ

い

度ど

で
多お

お

く
の

子し

弟て
い

が
日に

本ほ
ん

に
渡わ

た

る
機き

会か
い

が

あ
る
と
あ
り
が
た
い
」
と
結む

す

ん
だ
。

知ち

事じ

、県け
ん

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
う

ら
と
共と

も

に

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

制せ
い

度ど

の
重じ

ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
共き

ょ
う

有ゆ
う

表
ひょう

彰
しょう

者
しゃ

（８） ２０１７年第４８３１号  ９月 ２日 （土曜日）
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